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　消毒液自動噴射機能付き自動検温器及び換気アラートシステム機器を

導入したことにより、新型コロナウイルス感染症の感染防止が強化さ

れ、これまで以上に利用者が安心して利用いただける施設となった。

　○自動検温器　21台（9庁舎、道の駅等産直施設7施設、観光公園

　　1所、その他集客公共施設４施設）

　○換気アラートシステム機器　10台（道の駅等産直施設7施設）

―

―

施設に対して必要な台数の設置が完了したことから、事業終了とした。

　大規模集客施設等において、施設利用者に対して消毒液自動噴射機能

を有する自動検温器を設置することで、新型コロナウイルス感染症の拡

大を防止する。また、観光物産販売施設等については、密になりやすい

ことから換気アラートシステム機器を導入し、適切な換気によるクラス

ターの発生防止を図る。

施設利用者及び施設管理者、従業員

年度内完了

9,658千円

効果があった

新型コロナウイルス感染症対策関連事業　評価シート

大規模集客施設体温自動測定器導入事業

担当課等

市民協働課、観光シティプロ

モーション課、文化財、総務

課、地域ビジネス支援課

　新型コロナウイルス感染症対策として大規模集客施設等に消毒液噴射

機能付自動検温器及び換気アラートシステム機器を導入する。


